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lCD
s
o
.
J

.
公
共
投
資
の
計
畫
性
の
問
題
は
最
近
に
お
い
て
理
論
上
並
び
に
實
隙
上
の
必 

要
か
ら
論
爭
が
盛
ん
に
な
っ
た
分
野
の
一
っ
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
諸
論
文
の
中 

チ

f
不
リ
ー
の
勞
作
に
關
し
て
別
稿
で
紹
介
し
た
が
、

こ
こ
に
紹
介
す
る 

W
a
l
t
e
r

 G
a
l
e
s
o
n

 <& H
a
r
v
e
y

 L

s.b
e
n
s
t
e
i
n
: Investment; crit- 

eria. 

Productivity, 

a
n
d

 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
,

 
§

.

to
8
.
 

(Quarterly Journal of Economics, 

A
uof
q
.

, 1
9
5
5
.
)

も

亦

、

こ

の
 

種
の
研
究
の
一
つ
で
あ
る
。
力ー

ン
や
チ
f
不
リ
ー
の「

公
共
投
資
の
あ
り
方」 

に
關
す
る
見
解
は
資
本
の
社
會
的
限
界
生
產
カ
均
等
の
法
則
の
上
に
立
っ
も
の 

で
あ
る
が
、
こ
の
論
文
は
經
濟
的
發
展
の
見
地
か
_ら
こ
の
見
解
に
批
判
を
加
え 

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
冒
頭
に
お
い
て「

經
濟
的
成
長
の
取
扱
い
に
際
し
て
靜 

態
の
假
定
の
弛
緩
に
成
功
し
た
理
論
が
な
い
こ
と」

に
注
意
を
喚
起
し
て
い 

る
。
靜
態
に
お
い
て
資
源
のallocation

を
行
う
際
に
は
國
民
生
產
物
の
價 

値
を
最
大
に
す
る
テ
ス
ト
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
比
§

態
論
に
お 

い
て
さ
え「

他
の
事
情
等
し
き
限
り」

と
云
う
假
定
が
あ
り
、
資
本
財
の
評
價 

は
無
限
の
將
來
に
對
し
て
投
影
し
た
資
本
の
增
分
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
生 

產
物
の
流
れ
の
價
値
に
よ
つ
て
測
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に
こ
の 

假
定
と
の
間
に
は
矛
盾
を
生
む
。
古
典
派
以
来
の
理
論
は
發
展
の
問
題
を
解
決

四

(

五
九
ニ)

し
て
い
な
い
。
 

•

か
く
し
て
.わ
れ
わ
れ
1
?
皮
過
程
に
お
讨
る
目
標
を
定
め
る
べ
き
で
あ
る 

が
、
そ
の
た
め
に
は
經
濟
外
的
{1
値
判
斷
か
ら
齎
ら
さ
れ
る
社
#
的
摩
生
函
數 

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
一
人
當
り
の
所 

得
、
又
は
一
人
當
り
生
產
物
の
©
犬
が
考
え
ら
れ
る
。
封
餓
經
濟
で
は
こ
の
ニ 

つ
の
値
は

一

致
す
る
し
、
短
期
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
一
人
當
り
所
得
と

一

人
當 

り
i

と
は
對
應
し
て
動
く
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
社
會
的
限
界
生
產 

力
均
等
の
法
則
に
ょ
れ
ば
、
㈠
現
在
の
生
產
量
を
投
資
で
除
し
た
比
率
は
最
大 

と
な
り
、
㈡
授
資
一
單
位
當
り
の
1

量
は
最
大
と
な
り
、
㈢
投
資
一
單
位
當 

り
の
輸
出
品
の
割
合
は
最
大
と
な
る
。
國
內
に
お
け
る
均
齊
的
發
展
と

贸
易
差 

額
へ
の
效
果
を
同
時
に
論
ず
る
こ
と
は
不
必
要
な
混
亂
を
招
く
も
の
で
あ
り
、
 

後
者
は
他
の
貨
幣
的
諸
條
件
の
影
響
を
も
受
け
る
か
ら
こ
の 
一
ff
l
罾
は
切
り

離 

し
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。
 

’

資
本
の
社
會
的
限
界
生
產
力
の
計
算
に
當
つ
て
そ
れ
か
ら
生
ず
る
生
產
物
の 

流
れ
、
從
つ
て
資
本
の
囘
轉
率
が
問
題
に
な
る
の
は
當
然
で
あ
る
が
、-
資
本
を 

永
久
に
維
持
す
る
ょ
ぅ
な
補
塡
が
行
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
流
れ
の
評
價
は 

困
難
に
な
る
し
、
大
規
模
生
產
の
利
益
が
生
ず
る
と
き
に
は
限
界
生
產
カ
均
等 

の
法
則
自
體
が
役
立
た
な
く
な
る
。
社
會
的
生
産
力
を
發
展
的
に
解
釋
す
れ
ば 

技
術
の
向
上
や
市
場
の
擴
大
を
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
.短
期
を 

と
つ
て
考
え
れ
ば
、
新
技
術
を
餘
り
必
要
と
せ
ず
、現
存
市
場
だ
け
に
依
存
し
、
 

TDOttle-neok

の
な
い
產
業
が
有
利
で
あ
ろ
ぅ
。

し
か
し
長
期
に
つ
い
て
見 

れ
ば
同
じ
結
論
が
出
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

'次
に
雇
用
に
‘つ
い
て
見
る
と
之
は
他
の
生
產
耍
素
の
可
撓
性
に
依
存
す
る
。
 

第
1
圖

(

次
頁)
.に
於
て
.
Iと
I
へ
の
投
資
額
は
同
じ
で
あ
る
。
I
は
I
よ
り

全 食 製 土 皮 衣 織 化

ェ 工 ュ • 造 ェ ュ •
業 業 業 業 業 業 業 業

ニ 四 三 r  ― - ― 、 六  

六 八 三 三 ヨ 六 五 一 ^- 
m 3 ~t； z n  セ 八 プ し -1 ?

純生

惯庫 w 物

値の
ーイ 
九ギ 
三リ
五ス

0 0 0 0 > < 0 c3 c > c 0

生
m
指
數

瓦 八 六 ニ 四 六 三 六 3 
ブぐ二八ノス  ̂ 3 3： ―^• J U  •ノし

純生

價產
谓物
値の

一エ 

九デ 
プ 

七 ト

ニ ー  ニ 一 * 一  さ  ニ ー  
- — - 三 ゾ し 六 . itx. -

指生 
數庫

扭 七 へ 丑 四 三 三 一  

九 六 六 八 • 五‘ 一- \ m  
五 o 七 八 七 六 八 五

純生

慎1  

値の
ニ)ァ
九メ
:マy

七力

三 五 灰 53 -匕 ニ 己 八

赶 六 — ヒ 六 ニ ： o > 六

生
產
指
數

等
の
改
善
に
よ
る
非
資
本
的
要
因
に
よ
る
生
產
の
增
大
、
㈤
死
亡
敷
の
減
少
、
 

㈥
出
産
率
の
低
下
、
㈦
再
投
資
の
方
向
。
㈠
と
㈡
の
差
額
に
よ
つ
て

再
I

に
 

向
け
う
る
*
が
定
ま
り
、
こ
れ
か
ら
^
を
差
弓
い
た
も
の
が
純
投
資
で
あ
る
。

第一

表

(

ポ
■ン
ド
で
示
し
た
一
作
業
單
位
當
り
生
產
量〕

次
に
後
進
國
に
お
け
る
^
^
の
生
產
力
の
格
差
に
つ
い
て
考
え
ょ
ぅ
。
統
計 

の
示
す
と
こ
ろ
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
チ
リ
、
メ
キ
シ
コ
、

エ
ク
ア
ド
ル
、
ペ
ル 

丨
の
五
ヵ
國
で
は
全
產
業
の
九
〇
％
は
舊
式
の
工
場
で
占
め
て
居
り
、
織
物
一 

單
位
當
り
の
_

■

量
は
、
設
備
、
組
織
、
管
理
等
が
最
高
の
條
件
に
あ
る 

工
場
の
五
倍
に
達
し
て
い
る
。
第

一

表
は
英
、
埃
、
米
の
生
產
力
の
比
較
で
あ 

る
が
、
エ
ヂ
ブ
ト
の
生
產
力
は
ア
メ
リ
ヵ
の
約
一
.〇
％
で
あ
る
が
、

力
を 

多
く
用
い
る
衣
服
製
造
業
'だ
け
は
格
差
が
小
さ
い
。
又
、

一
九
三
九
年
の
ア
メ 

リ
ヵ
の
生
產
力
を
..一
〇
〇
と
し
て
一
九
二
八
年
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ッ

ト

の
生
產
力
を 

見
る
と
次
表
.の
ょ
ぅ
に
な
る
。

四
三

-:
バ
五
九
三)

も
多
く
の
生
產
物
を
生
み
出
す
が
雇
用
量
は
小
さ
い
。.社
會
的
限
界
生
產
カ
の 

立
場
か
ら
は
I
の
方
が
ょ
い
わ
け
で
あ
り
、
生
產
性
の
高
い
資
本
と
雇
用
性
の

高
い
資
本
と
.は
明
ら
か
に
矛
盾
す
る
。
又
將 

來
の
各
期
に
お
け
る
^
^
吸
收
力
の
狀
態
が 

異
な
れ
ば
、
資
本
の
囘
轉
率
に
つ
い
て
得
た 

1

と
同
樣
の
結
論
が
技
術
そ
の
他
の
條
件
に
關 

^

し
て
得
ら
れ
る
。
農
業
機
械
へ
の
投
資
は
失 

用

.
業
を
滑
大
さ
せ
る
か
ら
、
雇
用
增
大
の
見
地 

履
か
ら
'は
排
斥
さ
れ
る
ょ
ぅ
に
見
え
る
が
、
生 

產
性
を
高
め
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
第 

一
、
第
二
命
題
を
賞
け
ば
i

の
生
產
性
は 

い
つ
ま
で
も
低
い
ま
ま
で
殘
る
可
能
性
が
あ 

'
る
。
•投
資
が
生
產
力
を
上
げ
る
以
上
に
雇
用
.
 

が
增
加
し
一
人
當
々
生
産
は
下
落
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
手
工
業
の
如
く
資
本 

構
成
の
低
い
產
業
へ
の
投
資
が
こ
れ
で
あ
る
。
 

.

經
濟
的
發
展
の
！

H

的
は
將
來
に
お
.け
る
一
人
當
り
生
產
量
の
極
大
化
で
あ 

り
、
こ
の
た
め
に
は
、
(a
)

i

#者
一
人
當
り
の
資
本
量
、
(b
)
勞
働
力
の
質
、
卽 

ち
熟
練
度
、
知
識
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
適
應
性
を
最
大
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
。
(a
)
の
要
素
を
支
配
す
る
も
の
は
始
め
の
投
資
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
年
々
の 

投
資
額
と
、
勞
働
力
の
增
加
で
あ
る
。
資
源
の
最
も
優
れ
たallocation

の 

方
法
は
、
各
種
の
用
途
に
對
す
る
資
本
の
一
人
當
り
限
界
再
投
資
率
を
均
等
に 

す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
次
の
七
つ
の
基
本
的
要
因
を
考
え
る
必
要 

が
あ
る
。
㈠
i

港
一
人
當
り
の
粗
生
產
力
、
㈡
i

者
一
人
當
り
の
賃
金
財
.

_
i
量
、
㈢
資
本
の
補
稹
、
H
技
術
、
健
康
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
訓
練
、
從
順
性

■

.
 

. 

,

.

.

.書
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^
加
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三
四

屋
一
、
七
ー
<

一
 
3
1
8

I

一
、
大
規
模
の
動
力
機
械 

ニ
、
小
規
模
の
動
力
機
械

三

、

自動織
機

四

、

手織機

ニ

〇

0
ルー

ピ
|
を
各
種
紡
績
業
に
投
資
し
た
と
き
の
屈
用
量(

推
定)

年

|

大
規
模

H

場
一
灿
臟
贿

x o
i

一
自
動
織
機

H

場I

手
織
機
工
場

例
え
ば
小
規
模
の
動
力
織
機
工
場
に
4
の
投
資
'を
し
た
と
き
の
第
五
期
の
雇
用 

の
增
加
は

f
 4

?
J

gQZ-

ils
.(89

卜Y

 =
1
5
,
3

と
な
る
。

こ
の
表
で 

は
全
生
產
物
が
翌
年
に
再
投
資
さ
れ
る
と
假
定
し
減
價
償
却
を
無
視
し
て
い
る 

が
、
こ
れ
は
反
っ
て
現
實
に
.近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

.以
上
•の
分
析
に
ょ
れ
ば
雇
用
の
增
大
に
影
響
を
及
ぼ
す
第
一
の
要
因
は
實
質 

賃
金
で
あ
る
0

g

工
業
化
の
始
め
に
資
本
利
，用
度
の
高
い
技
術
の
導
入
に
失
敗
す
れ
ば
、
近 

代
化
の
た
め
に
克
服
し
難
い
障
碍
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
キ
ュ

丨
、、ハ
、
プ
エ
ル
ト

四
四

へ2u
九
四
____"

第

表

(

ル
ー
ピ

ハリ

ルの
I附
ピ加 
I價
リ値

勞
働
者

1

人
！
 

當
り
の
年
收

i
(

ル
ー
ピ
ー)I

一

rl

田
學
會
雜
誌
'
'第
.四
十
九
卷
第
八
號

.右
炭
鑛
業

-

.
g

原
油
ガ
ス
製
精
業
二四 

紡
績
業 

一六 

製
糖
業 

JS.

鐵鑛業ニ
 鐵鋼

業-
一
七

 

靴

工

業

.
一一一八
 

鑛工業巨

ソ
ヴ
ィH

ッ
ト
の
工
業
は
エ
デ
ブ
ト
よ
り
か
な
り
進
ん
で
居
り
、一

九
三
五 

年
の
中
國
の
生
產
性
は
ア
メ
リ
ヵ
の
五
％
«■
»

一
 
九
五
〇
年
の
セ
イ
ロ
ン
の
ま

 ̂

性
は
イ
シ
ド
の
そ
れ
よ
り
も
一
丁
三
〇
％
低
い
。
技
術
係
數
が
固
定
的
な
限
り 

か
か
る
果
は
僻
'け
難
い
が
、
新
た
に
投
資
さ
れ
る
資
本
の
限
界
生
產
力
は
疑 

い
も
な
く
集
中
的
と一K

ぅ
よ
り
も
分
散
的
と
な
る
。
地
中
海
沿
岸
諸
國
で
は
新 

役
資
の
大
^
^
が

capital-isensity

の
高
い
^
業
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
 

メ
キ
シ
コ
や
ソ
ヴ
ィ
エ
ッ
ト
で
も
同
様
の
現
象
が
見
ら
れ
る
。

§

溝
ー
人
當
り
の
資
本
の
比
率
を
最
大
に
す
る
に
は
次
の
推
論
が
必
要
， 

あ
る
。

■

.

.

(a
)

§

の
利
用
度
の
高
い
罾
罾
へ
の
投
資
は
餘
剩
人
ロ
が
_

す
る
と
き
に 

は
社
會
的
耍
求
と
な
る
。
ア
メ
リ
ヵ
の
W
P
A
計
鱟
は
こ
の
一
例
で
あ
り
生
產 

力
の
增
加
を
目
的
と
し
て
い
な
い
。
E
を
總
雇
用
量
、

P
を
機
械
一
臺
當
り
の 

生
產
量
、

e
を
機
诚一

蕺

當

り

の

人

員

、
川
を
！
*

賃
金
と
す
れ
ば
こ
の 

效
果
は
次
式
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
る
。

f

 "E
1

へ1

+

IOI
1

J
、.
.
e

徂
し
G
は
機
械
一
豪
當
り
の
費
用
で
あ
る
。
卽
ち
そ
の
產
業
の
生
產
の
增
加
率 

が
大
き
く
、
社
會
的
に
見
れ
ば
そ
れ
が
®

さ
れ
ず
に
再
投
資
さ
れ
る
割
合
が 

大
き
い
ほ
ど
、
資
本
蓄
積
の
連
度
と
雇
用
機
會
の
增
加
率
は
大
と
な
る
で
あ
ろ 

う
。一

九
四
三
年
の
イ
ン
ド
の
數
宇
に
よ
れ
ば
第
二
表
の
結
果
が
得
ら
れ
る
。

，
リn

、 

メ
キ
シ
コ
等
に
お
い
て
か
か
る
事
情
が
見
ら
れ
る
。

(0
)

H業
化
は
不
可
避
的
に
都
會
化
を
遵
き
廣
本
蓄
積
の
た
め
の
餘
剩
生
產
物 

に
課
稅
を
促
す
に
至
る
。
ト
ル
コ
が
こ
の
適
例
で
あ
る
が
、
ィ
ン
ド
や
中
國
め 

よ
ぅ
に
旣
に
大
都
市
が
i

している國でも、新
た
に
議
し
た
者
に 

對
す
る
社
會
的
費
用
が
考
磁
さ
れ
る
。
コ
ロ
ン
ボ
計
醫
で
は
計
畫
投
資
の
一
〇

■
 

%
が
鑛
工
業
に
向
け
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
の
に
一
八
％
が
社
鲁
的
#
用
に
向
け 

ら
れ
て
い
る
。H

デ
ブ
ト
で
.は
多
く
の
勞
磡
者
，が
家
屋
や
榮
養
、
疾
病
の
た
め 

最
低
生
存
基
本
以
下
の
生
活
を
し
て
お
り
、
雲
力
維
持
の
た
め
の

Eh
#
的
費 

用
は
か
な
り
高
い
。
か
か
る
費
用
は
限
思
生
產
カ
說
で
は
屢
々
無
視
さ
れ
て
い 

る
。
こ
の
f

ル
#
砠
を
罾
ル
に
す
る
こ
と
が
1

の
生
罾
^ -
率
を
高
め
る
所 

以
で
あ
る
。
 

' 

.

'

S
H

業
的
發
展
を
可
能
な
ら
し
め
る
產
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
注
意
が 

拂
わ
れ
て
い
な
い
。
鐵
鋼
業
へ
の
投
資
と
紡
績
業
べ
の
投
資
と
は
無
差
別
に
扱 

わ
れ
て
い
る
。
限
界
生
產
カ
說
に
よ
つ
て
こ
の
問
題
を
解
く
こ
と
は
で
き
な 

い
。
資
本
と
§

の
比
率
を
最
大
に
す
る
命
題
は
货
代
的
產
業
の
發
展
に
必
要 

な
谨
業
の
發
展
に
有
利
な
結
論
を
與
え
る
傾
向
が
あ
る
。
•

(e
)
通
常
の
投
資
理
論
は
長
期
投
資
よ
り
も
短
期
投
資
に
有
利
な
結
論
を
興
え 

て
い
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
の
結
論
は
逆
で
、
ド
マ
ー

ル
は
成
長
現
象
の
下
で 

は
、
補
旗
费
の
投
資
に
對
す
る
比
率
は
、
長
期
投
資
が
行
わ
れ
る
ほ
ど
低
下
す 

る
と
述
べ
て
い
る
。
長
期
投
資
に
は
次
の
三
利
點
が
あ
る
。
㈠
資
本
の
藤
命
が 

長
い
ほ
ど
匱
換
を
行
ぅ
ま
で
の
期
間
が
長
く
な
つ
て
こ
の
期
間
中
は
人
ロ
一 
人 

當
り
の
利
用
で
き
る
生
產
物
の
量
が
大
き
く
な
る
こ
と
。
肖
從
つ
て
人
口
一 
人 

當
り
の
再
投
資
量
が
大
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
，こ
と
。
闫
こ
の
ニ
點
か
ら
近
代

化
へ
.の
障
碍
苋
服
.の
可
能
性
が
增
大
す
る
こ
と
。

'

.

.

.

.

書

.評

.及
/び
.
'紹

介

'

か
く
し
て
わ
れ
わ
れ
は
人
口
の
增
大
と
發
展
の
關
係
を考
察
す
ベ
き
段
階
に 

來
た
。
過
去
の
經
驗
に
よ
れ
ば
次
の
こ
と
が
云
え
る
。
㈠
經
濟
發
展
は
人
口
の 

急
連
な
增
大
を
促
す
。
㈡
人
口
增
加
を
抑
え
る
唯一

の
方
法
は
出
生
率
の
抑
制 

で
あ
る
。
闫
出
生
率
の
低
下
は
死
亡
率
の
低
下
を
齎
ら
す
。
從
つ
て
新
投
資
は 

人
口
增
加
を
抑
制
す
る
方
向
に
向
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
農
業
投
資
は
工
業
投 

資
よ
り
も
人
口
增
大
を
刺
戟
す
る
こ
と
が
少
な
い
。
こ
の
こ
と
は
前
述
の
結
論 

と
矛
盾
す
る
よ
ぅ
で
あ
る
が
、
出
生
率
を
高
め
る
效
果
と
社
會
的
費
用
と
を
結 

びつ.けて
考
え
る
と
者
一
人
當

り
の
資
本
の
比
率
に
還
元
で
き
る
。
生
活 

水
準
の
向
上
は
賃
金
、
從
つ
て
生
產
力
の
向
上
と
結
び
つ
き
、
こ
れ
は
人
口
を 

減
少
さ
せ
る
環
境
を
作
り
出
す
。
都
會
化
の
最
適
率
は
短
期
的
に
は
解
決
で
き 

な
い
。
又
、
社
會
的
費
用
は
生
產
財
の
增
加
を
抑
制
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
出 

生
率
を
減
退
.さ
せ
る
よ
ぅ
な
社
會
的
費
用
は
_

者I

人
當
り
の
資
本
量
を
增 

大
さ
せ
る
0

未
開
發
國
の
發
展
が
成
功
裡
に
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
發
展
の
初
期
に
生
產 

量
を
著
し
く
增
大
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
㈠
人
口
の
潜
在
的
增 

加
の
故
に
資
本
の
十
分
な
增
加
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
つ
’て
繼
績
的 

な
資
本
の
增
加
が
起
つ
て
議
者
一
人
當
り
の
資
本
が
增
加
す
る
こ
と
、
㈡
外 

部
經
濟
、
例
え
ば
交
通
、
灌
溉
等
が
可
能
と
な
る
環
境
を
作
り
出
す
こ
と
、

㈢ 

一
人
當
り
所
得
を
增
加
し
て
資
本
蓄
積
に
必
要
.な
貯
蓄
を
生
み
出
す
こ
と
、
の 

三
つ
で
あ
る
。
こ
の
問
題
も
亦
、「

他
の
事
情
等
し
き
限
り」

と
し
'た
限
界
生
產 

力
均
等
法
則
で
は
解
決
で
き
な
い
。

し
か
し
上
述
の
原
理
を
實
際
に
適
用
す
る
に
際
し
て
は
制

度

上

、
'
慣

習

上

の
 

困
難
が
あ
る
。
例
え
ば
鐵
銅
業
べ
の
投
資
が
有
利
で
も
、
鐵
鑛
石
や
燃
料
が
な 

い
と
き
に
は
そ
の
建
設
が
妨
げ
ら
れ
る
，。
限
界
的
に
考
え
た
i

者1

人
當
り

,

.四
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田
學
會
雜
誌
.
第
四
十
九
卷
第
八
號

の
資
本
を
最
大
に
す
る
た
め
に
は
、
後
進
國
の
^
徵
た
る
餘
剩
人
口
と
低
賃
金 

は
大
き
な
障
碍
と
な
る
。
こ
れ
は
潜
在
失
業
の
形
を
と
り
極
端
な
場
合
に
は
ェ 

ク
ア
ド
ル
の
如
く
ア
メ
リ
ヵ
の
十
分
の
一
の
賃
金
と
劳
う
自
由
財
に
近
い
も
の 

と
な
る
0
こ
れ
を
救
う
一
方
法
は
霍
力
を
減
ら
す
條
件
を
作
り
出
す
こ
と
で 

あ
る
。
こ
れ
は
立
法
に
よ
っ
て
最
低
賃
金
を
規
定
す
る
か
、
政
府
が
1

力
を 

直
接
に
統
制
す
る
か
'
國
營
產
業
で
高
い
生
產
能
率
を
目
標
と
し
た
管
理
を
行 

う
か
で
あ
る
。
近
来
の
製
汕
業
で
は
國
際
條
約
が
障
碍
と
な
っ
て
居
り
、
ェ
，チ 

プ
ト
の
紡
績
業
で
は
土
着
の
企
業
家
の
政
策
が
障
碍
と
な
っ
て
い
る
。
第
二
の
.
 

障
碍
は
熟
練
工
の
不
足
で
あ
る
が
ロ
シ
ア
の
工
業
化
の
經
驗
を
見
る
と
こ
の
點 

が
誇
脹
さ
れ
過
ぎ
て
い
る
と
の
感
が
深
い
。
郎
ち
第
一
次
五
力
年
計
畫
で
はH

 

業
§

カ
は
約
二
倍
に
な
つ
て
い
る
。.
こ
の
訓
練
も
長
期
の
問
題
で
あ
る
。
民 

主
主
義
國
に
お
け
る
經
濟
發
展
は
、
工
業
化
の
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
國
に
お
け 

る
方
が
、
旣
に
發
展
し
た
國
に
お
け
る
よ
り
も
i

の
移
動
は
大
き
い
。
更
に 

後
進
國
に
お
け
る
方
が
®

一
 
主
義
が
强
く
、
資
源
を
投
資
す
る
よ
り
も
、
生
活 

水
f

上
の
た
め
に
消
費
す
る
危
險
が
大
き
い
。

以
上
が
本
論
文
の
大
要
で
あ
る
。
限
界
生
產
カ
均
等
法
則
が
靜
態
的
で
あ 

り
、
i

の
坐
產
性
の
高
い
產
業
を
狙
っ
て
長
期
投
資
を
な
す
べ
き
だ
と
す
る 

論
皆
に
は
十
分
に
傾
聽
に
値
す
る
も
の
が
あ
り
，、
更
に
各
國
の
實
情
を
詳
細
に 

調
べ
た
業
績
は
敬
服
す
べ
き
點
で
あ
る
。
し
か
し
、
成
長
率
の
理
論
が
完
成
さ 

れ
て
い
な
い
た
め
、
長
期
投
資
の
問
題
と1

K

っ
て
—

業
構
造
の
變
化
を
具
體 

的
に
示
し
て
い
な
い
の
が
第
一
の
缺
點
で
あ
る
。(

こ
れ
は
ゥ
ィ
I
ン
學
派
の 

理
論
と
結
合
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。)

第
一
一
に
厚
生
經
濟
學
と
結
合
す
る
と
き
、
 

短
期
的
に
は
所
得
と
i

が
對
應
す
る
と
の
前
提
を
お
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
 

考
察
の
中
心
が
長
期
の
間
題
に
移
行
し
て
い
る
の
で
、
厚
生
㈱
^
學
と
の
結
合

• V

四

六

.
•

(

五
九
六)

に
つ
い
て
は
更
に
考
察
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

註
先
ず
記
號
を
左
の
ょ
ぅ
に
定
め
る
。
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を
得
る
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(

鈴

木

諒

一 )

I

シ
コ

ム

ぺ
^

タ

^ -

束■畑精ー譯
i『

經

濟

分

析

の

歷

史

I

0=

本
藉
は
、
シ
ュ
ム
ぺ
ー

タ

I

が
晚
年
の
九
力
年
に
わ
た
っ
て
書
續
け
て
き
た 

も
の
で
あ
り
、
全
部
を
完
成
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
遺
稿 

が
、
夫
人
の
手
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
、
こ
こ
に
シ
ュ
ム
ぺ
ー
タ
I
の
終
生
の
努 

力
の
結
實
と
い
わ
れ
る
大
著
が
完
成
さ
れ
た
。

本
著
就
中
第
一
篇
を
讀
ん
で
痛
感
す
る
こ
と
は
、
シ
ュ
ム
ぺ
I
タ

ー

の
論
理 

®
證
主
義
的
科
學
觀
に
徹
底
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
近
代
社
會
科
學
は
、
ゥ 

ェ

ー

バ

ー

の

所

謂

「

價

値

判

斷

の

排

除

」

と

い

ぅ

問

題

に

對

し

、
.
一
一
っ
の
方
向 

を
示
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、價
値
判
斷
を
全
く
排
除
し
て
ゆ
く
道
で
あ
り
、
 

他
の
一
つ
は
、
價
値
判
斷
を
積
極
的
に
表
示
す
る
こ
と
に
よ
つ
で
そ
の
問
題
を 

止
揚
し
て
ゆ
く
道
で
あ
る0

ゥ
ィ
ー
ン
の
傳
M
を
つ
く
シ
.ェ
.
ム

ぺ

ー

タ

ー
が
前 

渚
の
道
を
步
ん
だ
こ
と
は
#
ぬ
で
あ
る
。
經
濟
現
象
の
中
に
實
在
す
る
機
能
を 

.把
损
す
る
こ
と
こ
れ
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、求
め
ら
れ
た
法
則
の
意
義
は
、實
踐 

と
か
豫
言
の
指
針
の
爲
•に
あ
る
の
で
は
な
く
、
現
象
の
認
識
の
爲
に
便
宜
な
手
.
 

段
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
。
か
く
て
科
學
の
技
術
化
の
傾
向
が
明
確
に
な
っ 

て
く
る
。

"科
學
と
は
洗
揀
さ
れ
た
常
識
"
で
あ
り
"道
具
化
さ
れ
た
知
識
" 

で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
よ
り
よ
い
法
則
と
は
、
な
る
べ
く
多
く
の
經
濟
事
象
の 

解
明
に
使
'用
出
來
る
.も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
經
濟
學
啬
の
任
務
は
、
.こ
れ
ら
の 

技
術
を
涵
養
す
る
こ
と
に
あ
る
。

か
く
て
诌
然
科
學
と
社
會
科
學
と
の
相
違 

は
方
法
的
に
は
殆
ど
存
し
な
い
。
法
則
に
求
め
ら
れ
る
普
i

と
論
理
的
精
密

^

書
評
：及び
紹
介

性
は
、
社
會
科
學
に
お
い
て
も
數
理
的
自
然
科
學
の
分
析
方
法
を
重
耍
な
ら
し 

め
る
に
至
つ
た
。
し
か
し
こ
.の
よ
う
な
社
鲁
科
學
の
傾
向
も
行
き
つ
く
極
點
に 

お
い
て
價
値
判
斷
排
除
の
困
難
性
と
い
う
問
題
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ 

た
。
シ

1
ム
ぺ

I

ター

は
、
彼
の
所
謂「

ヴ
ィ
ジ

ョ
ン」

と
い
う
も
の
が
社
鲁 

科
學
に
お
い
て
如
何
に
重
要
な
役
割
を
占
め
る
か
と
い
う
こ
上
を
知
っ
て
い 

た
。
そ
の
爲
に
本
書「

經
濟
分
析
の
歴
史」

に
お
い
て
、
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
影
響 

を
如
何
に
し
て
除
去
す
る
か
に
苦
心
し
た
。
除
去
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
經 

濟
分
析
と
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
峻
別
し
た
と
い
つ
た
方
が
妥
當
で
あ
る
。
シH

ム
ぺ 

丨
タ
ー
は
、
〃
ぢ
^
の
^-
㈣す

(

認
識
用
具
の
改
善
と
統
一)

と
〃
科
學
の
社
會 

學
"(

ィ
デ
ォ
ロ
ギ

ー

的
耍
素
を
重
視
し
、科
學
を
一
っ
の
社
會

現
象
と
し
て
考 

え
る)

と
の
；®

端
の
上
に
た
っ
て「

經
濟
分
析
の
歷
史」

を
究
明
し
て
い
っ 

た
。
卽
ち
、
經
濟
現
象
を
理
解
せ
ん
と
す
る
人
間
の
努
力
が
無
限
の
連
續
の
な 

か
に
如
何
に
し
て
分
析
裝
置
を
作
り
出
し
改
良
し
破
壞
し
て
い
っ
た
か
と
い
う 

過
程
を
分
析
し
た
。
更
に
こ
の
場
合
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
實 

，際

に「

分
析
の
歴
史」

を
展
開
し
て
ゆ
く
場
合
、
人
間
の
思
想
の
連
續
性
と
い 

う
面
を
强
く
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「

分
析
の
歴
史」

は
、
思
想
の
連
績 

的
展
開
の
歴
史
で
あ
り
、
又
一
大
學
說
史
で
も
あ
る
。
こ
の
點

"ぢ
_
の
nt
h

# 

學
"
と
い
う
彼
の
他
の
極
面
が
®

し
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
い
け
な 

い
。
本
書
に
お
い
，て
も
、
シ
ュ
ム
ぺ
ー
タ
ー
の
博
學
と
旺
盛
な
讃
書
力
は
、
遺 

憾
な
く
示
さ
れ
て
い
る
。
，又
そ
の
見
解
の
多
様
性
と
複
雜
性
の
故
に
、
そ
の
內 

容
を
簡
明
に
ま
と
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

第
一
分
册
は
、
第
一
編
序
論
、
第
一

i

發
端
か
ら
第
一
次
古
典
的
狀
況 

に
至
る
ま
で
，.

(

七
章
の
中
第
三
章
ま
で

)

か
^'
な
つ
て
い
る
。
第
一
章「

序
論 

と
プ
ラ
ン」

に
お
い
て
は
、
㈠
本
書
の
プ
ラ
ン

㈡
何
故
經
濟
學
の
歴
史
を
硏

四
七

(

五
九
七)
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